糖尿病教室食事会の新たな取り組み by 伊藤 敦子











































































栄養課  伊 藤 敦 子
-85-
VOL 26 N0 1 2006
V.今後 の課題
1 毎月食事会で使用したテーマ内容を記載したパ
ンフレットを教室に参加できなかった患者さんに
も配布し,指導の媒体としても使用したい
2.やさしくわかり易い内容にするなど,高齢者ヘ
の配慮も考えていきたい
3 珍しい料理や,各地の食材を取り入れた料理を
提供する回数を増やし,食文化も伝えられるよう
な献立を提供 し,食の楽しみを伝えたい.
4.食事療法では, 自ら料IFTしてみることが重要な
ため,調llT実習が出来る設備が欲しい。
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5 最近の取り組みでは,作業マニュアルとして食
事会参加の患者さんに「手打ちうとんJを体験し
てもらったが, このような患者参加型のテーマも
増やしていきたい。
Ⅵ.ま と め
以 卜のことを考慮して,患者さんが無理なく継続
できる食事療法を実行してもらうための手助けにな
るような食事会を行っていきたい.
今後も,栄養課職員一同協力して,食事会参加者
に喜んでいただける食事を提供できるように努力し
ていきたい.
-86-
